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技術トピックス

耐火層：難燃シリコーンコート綿布
　耐火性と布設時の引張強度、耐外傷性確保

伝熱層：アルミニウム
　火炎による高熱を拡散→内部温度の低減効果

断熱層：難燃フェルト
　内部温度の低減効果

〈技術トピックス〉

1984 年に東京世田谷電話局のとう道で起き
たケーブル火災は，関係者だけでなく，社会
的にも大きな衝撃として受け取られ，とう道
のケーブル火災への防止対策が講じられるこ
とになった．とう道には，当時，非難燃ケー
ブルが使用されていたが，ケーブル火災の対
策として，既設ケーブルには，新規に開発さ
れた不燃性のファイア・タイト・カバ（FTC）
でケーブルを覆う処置が施され，新設される
とう道内のケーブルには，難燃ケーブルが用
いられることになった．
従来の FTC は，耐火層にガラスクロス，伝

熱層にアルミニウム，断熱層にセラミックウー
ルで構成されているが，敷設後２０年以上経
過し，一部の破損している箇所から繊維状の
内容物が露出飛散する状況が確認されている．

この飛散物によりとう道内の作業環境の悪化
が懸念されるようになってきている．
こうした状況を改善するため，このたび当
社では，FTC の構成材料を見直して，何かの
原因で破損しても飛散物を生じさせない環境
配慮型 FTC を開発した（図１）．環境配慮型
FTC は，耐火層に難燃シリコーンゴムをコー
トした綿布，伝熱層にアルミニウム，断熱層
に難燃フェルトで構成されており，燃焼試験
等でも良好な特性が確認されている（図２）．
本製品によるとう道内の環境改善への効果
が期待されている。
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図 1　環境配慮型FTC構造図

図 2　燃焼試験




